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第３学年 国語科学習指導案
日 時 平成２０年１０月１６日（木）５校時

児 童 男子９名 女子８名 計１７名

指導者 芳 賀 裕 子

１ 単元名 大事なことをたしかめよう

２ 教材名 「すがたをかえる大豆」

「食べ物はかせになろう/ 本で調べる」（光村図書 ３年下）

３ 単元について

（１）児童について

児童はこれまでに、３年上「ありの行列」、「おもしろいもの、見つけた」の学習をしてきた。「あり

の行列」では、仮説ー検証型の論説的文章を段落や中心文、キーワードに気をつけて読み取り、ありの

行列ができるわけを絵本に表す学習をした。また、「おもしろいもの、見つけた」では、知らせたいこ

とを事柄ごとに整理し、段落に分けて書く学習をした。これらの学習を通して、教材文に立ち返って文

章を読もうとしたり、段落に気をつけて書いたりすることが少しずつできるようになってきた。また日

常的には関心をもった昆虫や植物などについて、その種類や育て方など図鑑や本で調べながら読んでい

こうとする姿も見られるようになってきている。

ＮＲＴテストの結果をみると、読むことの「順序を考えながらだいたいを読むこと」は全国比をやや

上回っており、「内容を考えながら音読すること」は大きく上回った。言語事項の「主語・述語を正し

くおさえる」ことに課題があり、読み取りにおいても意識して指導にあたりたい。

また、本校の国語科アンケート結果によると、「国語の勉強が好きですか」の問いにとても好きが７

人、まあまあ好きが４人に対し、あまり好きでないと答えた児童が６人いた。理由は、「文章があまり

好きでなく読むのが苦手」「いっぱい漢字が出てくる」などである。読みに対する抵抗感を減らし、主

体的に楽しく活動できるような工夫が必要である。

（２）教材について

小学校学習指導要領における中学年「Ｃ読むこと」の領域の目標は、「目的に応じ、内容の中心をと

らえたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広く読書しよう

とする態度を育てる」である。

本単元「大事なことをたしかめよう」は、中心となる語や文、段落相互の関係に注意して読むことと、

本での調べ方を知り、身近な食べ物について調べ、分かりやすくまとめて友達と交流することをねらい

としている。

「すがたをかえる大豆」は、身近な食べ物の一つである大豆とその加工食品について書かれている。

すがたを変えて食されていることに意外性をもって読み、さらに他の食品への関心をもたせることので

きる教材である。また、本教材は解説型の説明文であり、すべて「くふう」というキーワードで 例示

がなされている。文章構成の仕方や情報を集める観点を学ぶことができ、自分が説明文を書くためのよ

いモデルとなる。

「食べ物はかせになろう」は、自分の調べたい食べ物について調べ、文章にまとめて友達同士読み合

う教材である。調べたいことを決める、調べる、整理する、文章に書く、本にまとめるという構成にな

っている。調べる際の図書資料の探し方や目次・索引の使い方、情報のまとめ方を学びながら調べる内

容になっている。

（３）指導にあたって

単元を通して育てたい読みの力は二つある。一つ目は構成や書き方の工夫に目を向けながら説明文を

読むことである。内容の正確な理解にとどまらず、筆者を意識しながら自分の考えや疑問をもって読み

進めることができるようにさせていきたい。二つ目は、調べたいことに合った図書資料を選び、情報を

集めることのできる読みの力である。

また本単元における読みの目的を『すがたをかえる食べ物事典を作ろう』とする。単元の指導過程に

においては、文章を書くために読むという目的意識をもち続けることができるように、単元構成を工夫

した。

一次のつかむ段階では、食べ物博士になろうと呼びかけ、そのための条件を提示しながら意欲付けを

図りたい。条件は①大豆博士になる、②調べ方がわかる、③文章にまとめるの３つとする。
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二次の確かめる段階では、教材を読む学習と自分の調べる食材について情報を集める学習の二つを行

う。初めに「すがたをかえる大豆」を叙述に沿って読みながら、食材への関心をもたせる。次に自分の

調べる食材を決めて調べ、情報を集める。そして再び教材にもどり、筆者がどのようなつながりで例示

したのかさらに深く読み取らせる。構成の仕方にも気付かせ書く活動に生かすことができるようにさせ

たい。

三次の広げる段階では、二次で読んだ「すがたをかえる大豆」の書き方の工夫を生かし、集めた情報

をもとに説明文を書く。そして友達同士読み合ってよさを評価し合う。

単元の目的は、書くために読むことであるので、「食べ物はかせになろう」の組み立てメモを「すが

たをかえる大豆」でも使用し文章を読み取りながら完成させていく。

４ 単元の目標及び評価規準

（１）単元の目標

◎ 身近な食べ物についての秘密を、関心をもって読んだり書いたりしている。

（国語への関心・意欲・態度）

○段落相互の関係を考えながら、文章の内容を的確に理解することができる。 （読むこと・イ）

◎内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したりしながら読むことができる。

（読むこと・オ）

◎調べて書く必要のある事柄を収集したり、選択したりすることができる。 （書くこと・イ）

○書こうとすることの中心を明確にしながら、段落と段落の続き方に注意して書くことができる。

（書くこと・エ）

○文章全体における段落の役割を理解することができる。 （言オ（イ））

○表現したり理解したりするために必要な語句を、辞書を利用して調べることができる。（言エ（イ））

（２）評価規準

関心・意欲・態度 読むこと 書くこと 言語についての知識

・理解・技能

食べ物について書かれ 中心となる語や文をと 身近な食べ物につい 文章全体における段落

た読み物や図鑑などを興 らえて段落相互の関係を て、情報を収集したり取 の役割を理解することが

味をもって読もうとして 考え、大豆を食べる工夫 捨選択したりしながら、 できる。（言オ（イ））

いる。 を正しく読み取ってい 段落に分けて文章にまと 必要な語句を辞典を利

伝えたいことが明確に る。（イオ） めている。（イエ） 用して調べることができ

なるように、段落相互の る。（言エ（イ））

関係に注意して書こうと

している。

５ 指導と評価の計画（指導時数１９時間）

段階 時間 おもな学習活動 評価規準

（おおむね満足できる状況）

一次 ２ １ 全文を読み、学習のめあてをもつ。

（１）・「すがたをかえる大豆」を読み、初 関 興味をもって教材文を読み、初発の感

つ 発の感想を書く。 想を書き、学習のめあてをもとうとして

か ・「食べ物はかせになろう」を読み、「す いる。［発言・ノート］

む がたをかえる食べ物事典をつくろう」

という単元のめあてをもつ。

（２）・「すがたをかえる大豆」を読み、紹 関 大きなまとまりをとらえて読み、学習

介されている食品を確かめる。 計画を立てようとしている。

・３つの大きなまとまりをつかむ。 ［発言・ノート］

・学習計画を立てる。

・新出漢字・語句の確認をする。

二次 12 ２ 「すがたをかえる大豆」を読み、大豆 読 筆者の提示した話題を読み取ってい

を使った食品についての文章を組み立て る。 ［発言・ワークシート］

メモにまとめる。 読 大豆をおいしくたべる工夫やそうして

（１）段落①②を読み、提示されている話 できる食品について読み取っている。

題をつかむ。 ［発言・ワークシート］
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（２）段落③④⑤⑥⑦を読み、おいしく食 言 表現や理解をするために必要な語句を

べる工夫と食品名を整理する。 辞書を利用して調べている。［ノート］

た （３）大豆に手をくわえるときの言葉につ

いて意味を調べ、内容を組み立てメ 言 文章全体における段落の役割を理解し

し モに整理する。 ている。［発言・ワークシート］

（４）・段落⑧⑨を読み、結論をまとめる。 読 結論を段落相互の関係を考えながら読

か ・文章の書き方の工夫について自分の み取っている。［発言・ワークシート］

考えを書く。

め

る ３ 調べたい食材を決め、情報を集める。 関 調べる方法について理解しようとし、

（１）・「食べ物はかせになろう」を読み、 自分の調べたい食材について、関心をも

学習の見通しをもつ。 ち読もうとしている。

・調べる食材を決める。 ［発言・ワークシート］

（２）本での調べ方を知る。

（３）まとめ方を知る。 書 図書資料の調べ方、情報カードへのま

（４）調べる食材について、知りたいこと とめ方を理解している。

や疑問を明らかにする。 ［観察・ワークシート］

（５・６）

・図書資料をさがす。 書 内容に沿って情報を探し、大事なこと

・調べて大事なことを選び、情報カ を短く情報カードに書いている。

ードに書く。 ［観察・情報カード］

４ 再度「すがたをかえる大豆」を読み、

筆者の書き方の工夫や構成の仕方を学ぶ。読 筆者の書き方の工夫を読み取ってい

本 時 （１）「中」の部分は、何を規準にした順 る。 ［発言・ワークシート］

に並べてあるかを読み取る。

（２）・文章全体における「初め」と「終 読 文章構造の違いを読み取っている。

わり」の役割を知る。 ［発言・ワークシート］

・「ありの行列」と文章構造を比べ、

仮説検証型と解説型の違いを明らか

にする。

三次 ５ ５ 調べた情報をもとに、構成を工夫して

文章を書き、「すがたをかえる食べ物事

ひ 典」を作る。

ろ （１）情報カードを整理して、組み立てメ 書 情報カードをもとに組み立てメモに情

め モにまとめる。 報を整理し、構成を考えて文章に書いて

る （２）段落に気をつけて下書きをする。 いる。 ［組み立てメモ・作文］

（３）文章を推敲する。

（４）清書する。

（５）読み合って、感想を交流する。

６ 本時の指導

（１） 本時の目標

【読むこと】事例の食品の提示の順序について、どのようなつながりで書いたか読み取り、自分の考え

を書くことができる。

（２） 授業仮説

○仮説１ 『音読や書く活動を通して語句や表現に着目した指導をする。』に関わって

自分だったらどう並べるか考えを書かせることを通して、事例の順序にこめられた筆者の意図を

確かに読み取ることができるであろう。
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（３） 展開

段 学習内容とおもな活動 ・教師の支援

階 仮説に関わる主な支援 評 評 価

つ

か １ 学習のめあてを確認し、前時までの学習 ・情報カードを提示し、文章を組み立てる学習に入

む を想起する。 ることを確認する。

２ 本時の学習課題を確認する。 ・写真を並べかえ、説明の順序に着目させる。

・読みの手がかりを確認する。

しょうかいされた食品は、どのようなじ 食品の写真 大豆に手を加えるときの言葉

ゅん番でならべられているか、ひみつを見 大豆のすがた キーワード

10 つけよう

分 ３ 段落③④⑤⑥を音読する。 ・中心がよく分かるように音読させる。

評 説明の順番に着目して、課題をとらえたか。

（発言・観察）

た ４ どのような順番にしたのか、自分の考え ・段落ごとの読み取りでまとめた組み立てメモも手

を書く。 がかりにさせる。

し 評

か ５ 各自の考えをもとに、筆者の意図につい 〈おおむね満足できる状況Ｂ〉

て話し合う。 順序を意味づける根拠となる語句や表現を探し

め （１）全員の考えを聞き合う。 て、自分の考えを書くことができる。

（２）話し合う。 ○Ｃの子への支援

る （３）どのような順番で述べられているか 段落③の１文目に着目させ、「そのままの形」

まとめる。 が初めにきていることに気づかせる。

・大豆のすがたが見えるものから見えない （ワークシート）

ものへ順番に並べている

・読む人に分かりやすい順番に並べている ・段落①の「すがたをかえていることが多いので気

・大豆だと気づかれているものから順番に づかれていないのです。」にふれ、順序にこめら

並べている れた筆者の意図に気づかせる。

６ 筆者の書き方の工夫について、自分の考 ・この順番で書くと分かりやすいか評価し、自分の

えも書く。 紹介する食品をどのような順番で並べるか考えを

書かせる。

仮説１にかかわる主な支援

30 読み取った順番の他にも、並べ方の工夫が

あることに気づかせ、例を示して考えさせる。

分

評 分かりやすいか評価し、自分ならどう工夫す

るか書けたか。 （ワークシート）

ま

と ７ 本時の学習のまとめをする。

め ・自分の読み方や友達のがんばりを振り返

る り、発表し合う。

５ ８ 次時の予告をきく。 ・「ありの行列」と文章の組み立て方の違いを読み

分 取ることを知らせる。
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～
く
ふ
う
し
た

ダ
イ
ズ

期
や
育
て
方
の

れ
て
ゆ
で
る
と
枝
豆
、
日
光

か
に

食
べ
方
も
あ
り

ゆ
で
る

工
夫

に
当
て
ず
に
水
だ
け
を
や
っ

ま
す
。
」

て
育
て
る
と
も
や
し
が
で
き

る
。

多
く
の
食
べ
方

⑧

大
豆
は
味
も
良
く
た
く
さ
ん

こ
の
よ
う
に

「
～
の
は
、
～
か

想

が
考
え
ら
れ
た

の
栄
養
を
含
ん
で
い
る
か
ら
。

ら
で
す
。
」

感

わ
け

ま
た
や
せ
た
土
地
に
強
く
育

「
そ
の
う
え
、
～

と

て
や
す
い
の
で
多
く
の
地
域

た
め
で
も
あ
り

め

で
植
え
ら
れ
た
た
め
。

ま
す
。
」

と

筆
者
の
感
想

⑨

大
豆
の
よ
さ
に
気
づ
き
、
食

（
大
豆
の
よ

ち
え

ま

事
に
取
り
入
れ
た
昔
の
人
々

い
と
こ
ろ
に

の
知
恵
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。
気
づ
き
、
）
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